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宮
城
県
芸
術
協
会
は
、
今
年
創
立

50
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
式
典
が

五
月
十
三
日
午
後
四
時
か
ら
仙
台
市

青
葉
区
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

仙
台
で
行
わ
れ
る
。

　

当
協
会
は
、
昭
和
三
十
九
年
五
月

九
日
に
、
芸
術
各
分
野
の
有
志
が
当

時
の
門
伝
勝
太
郎
県
議
会
議
長
の
招

き
で
花
山
ダ
ム
湖
畔
の
宿
に
集
ま

り
、
芸
術
祭
実
施
の
た
め
の
組
織
を

協
議
し
た
結
果
、

誕
生
し
た
。

　

当
初
は
絵
画
、

書
道
、
彫
塑
、
工

芸
、
音
楽
、
文
芸
、

演
劇
、
華
道
の
八

分
野
だ
っ
た
が
、

後
に
舞
踊
、
茶

道
、
写
真
が
加
わ

り
、
平
成
二
十
五

年
度
に
音
楽
が

洋
楽
と
邦
楽
に

分
か
れ
た
た
め
、

現
在
は
十
二
分

野
、
約
二
千
二
百

人
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

記
念
式
典
は
午
後
四
時
に
始
ま

り
、
記
念
講
演
、
記
念
式
典
、
祝
賀

会
の
三
部
構
成
で
行
わ
れ
る
。

　

第
一
部
で
は
、東
北
大
学
出
身
で
、

我
が
国
の
芸
術
文
化
に
詳
し
い
、
東

京
国
立
博
物
館
館
長
の
銭
谷
眞
美
氏

に
よ
る
「
文
化
芸
術
の
力
と
東
北
」

と
い
う
記
念
講
演
が
あ
る
。

　

第
二
部
で
は
、
早
坂
貞
彦
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
か
ら
の

祝
辞
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後

早
坂
理
事
長
か
ら
名
誉
会
員
十
三
人

と
創
設
以
来
の
会
員
二
十
五
人
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
。

　

第
三
部
は
祝
賀
会
で
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
邦
楽
部
会
員
に
よ
る
長
唄

「
松
の
緑
」
の
演
奏
が
あ
る
。

　

創
立
50
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員

会
で
は
、
記
念
す
べ
き
式
典
に
多
く

の
会
員
が
参
加
す
る
よ
う
、
部
長
会

な
ど
を
通
じ
て
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

当
協
会
機
関
紙
「
は
な
や
ま
」
は

本
号
で
創
刊
二
〇
〇
号
目
を
迎
え

た
。
創
刊
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
目
に

あ
た
る
。
創
刊
号
は
昭
和
四
十
年
一

月
、
第
一
〇
〇
号
は
25
年
目
の
平
成

元
年
三
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
体
裁
は
、
第
一
～
四
号
は
小
冊
子
で

あ
っ
た
が
、
第
五
号
か
ら
Ｂ
４
版
両
面

刷
、
第
十
号
か
ら
Ｂ
５
版
、
第
一
八
八

号
か
ら
Ａ
４
版
へ
と
変
わ
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
公
益
社
団
法

人
宮
城
県
芸
術
協
会
定
時
総
会
は
、

五
月
三
十
一
日
午
後
二
時
四
十
分
か

ら
仙
台
市
青
葉
区
五
橋
の
仙
台
市
福

祉
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
る
。
今
回
の
総
会
で
は
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
公
益
法
人
移
行
後
初
の
理
事
改

選
な
ど
が
議
題
と
な
る
。

　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
と
収

支
予
算
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法

人
化
に
よ
り
理
事
会
の
議
決
案
件
と

な
っ
た
た
め
、
総
会
で
は
報
告
事
項

と
な
る
。

　

事
業
計
画
で
は
、
宮
城
県
芸
術
祭

の
開
催
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す

る
展
覧
会
・
講
演
会
・
研
究
会
・
発

表
会
な
ど
の
主
催
ま
た
は
後
援
、
国

内
及
び
国
外
と
の
芸
術
文
化
の
交
流

と
い
っ
た
公
益
目
的
事
業
に
つ
い

て
、
今
回
は
芸
協
創
立
50
周
年
を
記

念
し
て
公
益
性
を
一
層
高
め
る
た
め

の
事
業
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
総
会
に
先
立
ち
、
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
、
大
場
尚
文
執
行
理
事

に
よ
る
昨
年
度
の
大
邱
と
の
交
流
事

業
の
報
告
と
、
公
演
を
収
録
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
放
映
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

宮城県芸術協会創立50周年記念式典次第
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は
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台
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　昭和40年１月創刊された
「はなやま」の題号は、芸術
協会の創設が、昭和39年５
月９日に宮城県花山村（現
栗原市花山）の湖畔亭で開
かれた会合で決まったこと
にちなんで付けられました。



平 成 26 年 4 月 30 日 は な や ま 第 200 号　�2

書
道
部
　
　
　
　

池
田
　
和
京

文
学
と
書
の
融
合
を

　

書
を
始
め
て
日
が
浅
か
っ
た
私
は
、
近
代
詩

文
書
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
心
ひ
か
れ
、

第
一
回
展
に
「
葡
萄
畠
」
を
出
品
し
た
。
豊
か

に
熟
れ
た
葡
萄
の
房
を
逆
三
角
形
の
空
間
に
見

立
て
て
、
絵
画
的
な
構
成
に
し
た
。
み
ず
み
ず

し
さ
と
立
体
感
を
出
す
た
め
に
淡
墨
を
使
用
し

て
み
た
。
こ
の
作
品
は
「
民
友
賞
」
を
受
賞
し

た
。
小
さ
な
カ
ッ
プ
を
頂
戴
し
て
面
映
ゆ
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

す
ん
な
り
作
品
が
出
来
る
こ
と
は
、
ま
ず
な

い
。
し
か
し
苦
し
ん
だ
分
だ
け
充
実
感
は
大
き

い
し
、
完
成
後
の
解
放
感
は
何
物
に
も
替
え
が

た
い
心
地
よ
さ
だ
。
こ
の
解
放
感
こ
そ
が
次
の

作
品
を
生
む
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
は
紛
れ

も
無
い
。

　

一
昨
年
は
前
原
正
治
詩
「
涸
れ
た
闇
」
を
、

昨
年
は
菅
原
鬨
也
句
「
女
郎
蜘
蛛
」
を
出
品
し

て
共
感
を
得
た
。
詩
文
書
は
、
詩
の
テ
ー
マ
を

表
現
す
る
こ
と
が
究
極
の
目
標
だ
と
思
う
。

　

気
力
、体
力
が
あ
る
限
り
書
い
て
い
き
た
い
。

絵
画
部
　
　
　
　

菊
地
　
義
彦

「
志
」
を
失
わ
ず
に

　

地
方
在
住
の
自
分
に
と
っ
て
は
、
芸
協
の
創

立
で
作
品
発
表
の
場
と
先
輩
画
家
達
と
の
交
流

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
事
が
嬉
し
か
っ
た
。

　

や
が
て
巡
回
展
が
始
ま
り
、
栗
原
、
登
米
、

本
吉
地
区
が
会
場
に
な
る
と
「
菊
地
さ
ん
、
よ

ろ
し
く
」
と
理
事
で
も
な
い
私
が
、
展
示
、
解

説
を
依
頼
さ
れ
、
時
に
は
芸
協
代
表
の
挨
拶
ま

で
さ
せ
ら
れ
た
。
各
会
場
で
様
々
な
経
験
を
し

た
が
、
美
術
文
化
へ
の
意
識
や
美
術
展
へ
の
認

識
に
は
、
か
な
り
の
格
差
が
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、各
会
場
の
担
当
者
へ
の
指
導
、

助
言
も
、
大
き
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

今
思
う
と
巡
回
展
は
作
品
鑑
賞
の
場
と
し
て
ば

か
り
で
な
く
、
美
術
振
興
と
そ
の
啓
蒙
と
い
う

も
う
一
つ
の
大
き
な
役
割
も
果
た
し
て
来
た
の

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

五
十
年
前
、
あ
の
頃
の
若
い
作
家
達
に
は
志

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
気
が
す
る
の
だ
が
、
年

老
い
て
も
「
宮
城
の
美
術
振
興
」
と
い
う
大
目

標
を
失
わ
ず
に
、
制
作
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

機
関
紙
「
は
な
や
ま
」
は
、
今
号
で
記
念

の
二
〇
〇
号
を
数
え
る
。

　

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会

創
設
の
翌
年
発
行
さ
れ
た
創
刊
号
の
初
代

会
長
黒
川
利
雄
氏
の
巻
頭
言

を
記
し
、
創
設
時
の
目
的
・

精
神
を
思
い
起
こ
し
た
い
。

「
宮
城
県
芸
術
協
会
の
精
神

は
、わ
れ
わ
れ
の
愛
す
る
郷
土
、

宮
城
県
の
芸
術
文
化
を
興
隆
さ

せ
る
上
の
、
光
栄
あ
る
奉
仕
者

に
な
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ

て
主
催
す
る
芸
術
祭
は
、
会
員

売
名
の
場
で
も
な
く
、（
中
略
）

会
員
に
何
の
実
益
も
恩
典
も
な

い
。
然
し
、敢
え
て
い
い
た
い
。

郷
土
の
芸
術
文
化
の
興
隆
の
た

め
の
奉
仕
者
に
な
る
こ
と
、
そ

れ
自
体
が
、
名
誉
あ
る
恩
典
な

の
で
あ
る
。」
と
。

　

さ
て
、
50
年
前
の
昭
和
39
年

５
月
９
日
、
宮
城
県
芸
術
協
会

は
、
現
在
の
栗
原
市
花
山
の
湖

畔
亭
で
20
人
の
文
化
人
に
よ
り
、
芸
術
祭
開

催
を
期
し
て
誕
生
し
た
。

　

会
場
は
な
く
、
十
分
な
補
助
金
も
な
い
ま

ま
、
総
合
芸
術
祭
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ

と
は
、「
赤
子
に
重
き
荷
を
負
わ
せ
山
路
を

歩
か
せ
る
よ
う
な
も
の
」
と
、
創
設
者
杉
村

彩
雨
氏
は
述
懐
し
て
お
ら
れ
た
。

　

以
来
50
年
、
時
に
改
革
、
変
遷
を
経
、
会

は
世
の
信
頼
を
得
て
、
今
や
七

者
共
催
と
官
民
一
体
の
芸
術
祭

に
発
展
し
た
。

　

昨
年
、
当
協
会
は
公
益
社
団

法
人
と
な
り
、
今
年
50
周
年
を

迎
え
て
「
県
民
と
共
に
芸
術
の

輪
を
広
め
よ
う
！
」
と
、
部
門

間
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
公
演
や
公

募
等
を
企
画
中
で
あ
る
。
し
か

し
、
省
み
る
と
公
益
法
人
化
へ

の
歩
み
も
、
新
企
画
も
巻
頭
言

の
精
神
の
掌
中
で
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
創
設
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

大
き
さ
に
感
服
し
た
。

　

50
周
年
に
あ
た
り
、
在
野
団

体
に
よ
り
芸
術
祭
を
主
催
運
営

し
て
い
る
団
体
は
、
日
本
広
し

と
い
え
ど
も
宮
城
県
芸
術
協
会

の
み
で
あ
る
こ
と
を
大
い
に
誇

り
、
創
設
時
の
先
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。

　

創
設
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
大
胆
に
し
て
謙

虚
に
、
本
県
芸
術
文
化
の
振
興
を
期
し
て
力

強
く
歩
ん
で
行
き
た
い
。

創立50周年を迎えて
理事長　早坂　貞彦

芸
協
と
と
も
に
半
世
紀

　
芸
協
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
雲
」

は
、
様
々
な
分
野
の
芸
術
家
達
が

ふ
ん
わ
り
集
ま
り
、
巻
雲
の
よ
う

に
盛
り
上
が
っ
て
纏
ま
っ
た
姿
を

表
す
。
創
設
当
初
の
理
事
安
倍
郁

二
氏
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
。
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絵
画
部
　
　
　
　

飯
淵
　
健
一

感
謝
、
感
謝
の
　年

　

第
二
回
県
芸
術
祭
選
抜
美
術
展
で
初
受
賞
は

嬉
し
か
っ
た
。
審
査
に
当
た
ら
れ
た
錚
々
た
る

先
生
方
よ
り
大
い
に
激
励
、ご
指
導
を
受
け
た
。

　

「
文
化
振
興
」
を
期
し
、
県
内
各
界
代
表
の

先
生
方
の
協
力
で
芸
術
協
会
が
成
立
。
昭
和

三
十
九
年
十
一
月
に
第
一
回
芸
術
祭
美
術
展
が

開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
は
展
示
に
適
し
た
公

共
施
設
が
無
く
、
デ
パ
ー
ト
の
催
事
場
、
民
間

の
展
示
施
設
に
頼
っ
た
。
会
を
運
営
さ
れ
た
先

生
方
の
ご
苦
労
は
大
き
か
っ
た
ろ
う
と
察
す
る
。

　

昭
和
三
十
一
年
、
新
米
教
師
と
し
て
公
立
中

学
校
に
赴
任
し
、
戦
後
の
生
徒
激
増
時
は
超
多

忙
で
大
変
だ
っ
た
。
公
募
展
に
備
え
て
の
制
作

は
容
易
で
な
か
っ
た
。
絵
画
表
現
の
世
界
は
言

い
訳
無
用
で
厳
し
い
が
、
芸
術
祭
で
五
十
年
間

会
員
と
し
て
作
品
展
示
の
場
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。
現
在
、
絵
画
部
の
会
員

は
増
え
、
作
品
は
個
性
豊
か
な
力
作
、
大
作
が

展
示
さ
れ
て
、
鑑
賞
者
の
数
も
増
加
し
た
。
会

成
立
時
の
先
生
方
の
情
熱
に
応
え
ね
ば
と
思
う
。

彫
刻
部
　
　
　
　

翁
　
　
観
二

宮
城
県
芸
術
祭
と
共
に

　

創
立
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
十
周
年
と
聞
い
て
あ
ら
た
め
て
芸
術
祭
と
共

に
過
ご
し
た
時
間
の
長
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

当
時
の
思
い
出
は
と
ペ
ン
を
取
っ
た
も
の
の
、

あ
ま
り
の
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
明
瞭
な
記
憶
が

蘇
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
頃
私
は
27
歳
と
若
く
、
既
に
仙
台
を
離

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
宮
城
県
の
美
術

界
の
事
情
に
も
浅
く
、
芸
術
協
会
の
発
足
へ
の

機
運
の
高
ま
り
や
活
動
の
実
態
を
詳
し
く
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

創
立
メ
ン
バ
ー
の
芸
術
協
会
結
成
へ
の
信
念

と
情
熱
が
、
数
多
く
の
難
題
を
乗
り
越
え
て
、

目
標
の
芸
術
祭
の
基
礎
を
創
ら
れ
た
こ
と
に
、

会
員
の
一
人
と
し
て
感
謝
し
、
次
世
代
の
会
員

に
渡
す
責
任
を
重
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
は
私
の
作
家
活
動
の
原
点
と
考
え
て
お

り
、
宮
城
県
芸
術
祭
を
核
の
一
つ
と
位
置
付
け

て
、
今
後
も
共
に
進
化
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
と

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

文
芸
部
　
　
　
　

佐
久
間
　
晟

短
歌
は
人
間
修
養

　

今
、
私
の
手
元
に
あ
る
「
芸
協
十
周
年
史
」

ほ
か
に
よ
れ
ば
、
芸
協
発
足
当
時
の
四
年
間
の

文
芸
部
員
数
は
わ
ず
か
に
五
名
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
五
年
後
の
昭
和
四
十
五
年
に
な
り
急
に

六
十
九
名
に
増
え
た
。
私
の
入
会
も
多
分
こ
の

頃
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
い
る
。
扇
畑
忠

雄
先
生
か
ら
、
勧
誘
で
は
な
く
命
令
の
「
会
員

に
な
れ
」の
一
言
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

私
の
短
歌
が
「
芸
術
」
だ
な
ど
と
い
う
大
そ

れ
た
思
い
な
ど
全
く
無
か
っ
た
私
に
と
っ
て

は
、た
だ
た
だ
面
映
ゆ
い
思
い
の
み
で
あ
っ
た
。

む
し
ろ
私
は
、
釈
迢
空
の
『
歌
の
円
寂
す
る
と

き
』
の
「
歌
人
は
人
間
が
出
来
て
い
な
い
の
で

や
が
て
滅
び
る
」
の
論
説
に
関
心
の
重
点
が
あ

り
、
短
歌
に
よ
る
人
格
の
形
成
に
力
点
が
注
が

れ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
、協
会
の
記
章
、雲
上
人
集
団
の「
雲
」

の
マ
ー
ク
も
気
が
引
け
て
今
も
っ
て
付
け
た
こ

と
は
な
い
。
短
歌
は
あ
く
ま
で
も
人
間
修
養
で

あ
る
と
い
う
信
念
は
崩
れ
て
い
な
い
ゆ
え
。

工
芸
部
　
　
　
　

髙
倉
　
　
健

石
巻
巡
回
展
の
思
い
出

　

宮
城
県
芸
術
祭
の
巡
回
展
は
従
来
「
芸
術
祭

参
加
」
行
事
と
し
て
宮
城
県
の
依
頼
を
受
け
絵

画
と
書
道
部
門
が
開
催
し
て
い
た
。
工
芸
部
は

平
成
六
年
芸
協
独
自
の
企
画
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
一
回
展
は
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
石
巻
近
辺
在
住
の
工
芸
部
会
員
の
協
力

を
得
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
の
日
、

私
が
作
品
の
解
説
を
し
た
。
最
高
賞
は
気
仙
沼

の
福
田
憲
二
氏
の
象
嵌
の
大
皿
で
あ
っ
た
。
解

説
の
あ
と
女
性
の
方
か
ら
「
こ
れ
ら
の
作
品
は

本
当
に
宮
城
県
の
人
が
作
っ
た
の
で
す
か
―
」

と
質
問
さ
れ
た
。
私
は
そ
う
で
す
よ
と
答
え
た

が
、
信
じ
ら
れ
な
い
様
子
だ
っ
た
。
地
方
で
開

催
の
展
覧
会
で
は
三
百
人
位
の
来
場
が
普
通
だ

が
、石
巻
展
で
は
千
人
近
い
入
場
者
が
あ
っ
た
。

　

会
期
中
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
会
食
す
る
機
会

が
あ
り
、
そ
の
楽
し
い
席
で
、
私
は
心
底
か
ら

巡
回
展
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
た
こ
と
を
今
、
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

　

五
月
十
三
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
仙
台
で
行
わ
れ
る
記
念
式
典

で
は
、
名
誉
会
員
十
三
名
と
創
立
以

来
の
会
員
二
十
九
名
（
う
ち
名
誉
会

員
四
名
）
の
計
三
十
八
名
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
る
。
贈
呈
さ
れ
る
の
は

次
の
方
々
（
敬
称
略
）。

◇
名
誉
会
員�

＊
印
は
創
立
以
来
の
会
員

【
絵
画
部
】
＊
成
瀬
忠
行･

髙
倉
勝
子

【
絵
画
部
】
＊
新
澤
玉
雄
・
渡
辺
雄
彦

【
絵
画
部
】
＊
能
島
和
明

【
工
芸
部
】
＊
針
生
乾
馬･

髙
倉
健

【
書
道
部
】
＊
山
崎
晁
秋

【
華
道
部
】
＊
及
川
光
波

【
邦
楽
部
（
長
唄
）】　

吉
住
小
と
わ

【
文
芸
部
】
＊
佐
久
間
晟

【
茶
道
部
】
＊
星
悠
丈

【
写
真
部
】
＊
大
内
四
郎

◇
創
立
以
来
の
会
員

【
絵
画
部
】
跡
部
高
染･

飯
淵
健
一

【
絵
画
部
】
壱
岐
嗣
子･

小
山
喜
三
郎

【
絵
画
部
】
小
崎
隆
雄･

菊
地
義
彦

【
絵
画
部
】
高
橋
幸
造･

千
葉
常
太
郎

【
絵
画
部
】
野
村
健
司

【
彫
刻
部
】
及
川
茂･

翁
観
二･

翁
譲

【
書
道
部
】
阿
部
松
山･

池
田
和
京

【
絵
画
部
】
大
友
小
羊･

小
野
寺
修
芳

【
絵
画
部
】
加
藤
白
柳･

狩
野
翠
桂

【
絵
画
部
】
佐
藤
喜
仙･

佐
藤
静
香

【
絵
画
部
】
髙
橋
孤
舟･

長
井
四
枝

【
絵
画
部
】
大
和
小
舟

【
華
道
部
】
西
村
一
観

【
賛
助
会
員
】
水
野
喜
重
子

38
名
に
感
謝
状
贈
呈

50



平 成 26 年 4 月 30 日 は な や ま 第 200 号　�4
　

記
念
事
業
部
会
は
、
記
念
事
業
の
テ
ー
マ
を
「
半
世
紀
の
精
華
」
と
し
、

十
月
四
日
（
土
）・
五
日
（
日
）
に
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
「
芸
術

ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ト
Ⅳ
」、
十
一
月
一
日
（
土
）
に
県
民
会
館
50
周
年
記

念
事
業
と
共
催
し
て
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
を
会
場
に
、
大
邱

と
の
交
流
事
業
を
組
み
込
ん
だ
舞
台
公
演
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ

の
ほ
か
、
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
と
連
携
し
、
年
末
の
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

に
合
わ
せ
て
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
絵
画
展
、
写
真
展
も
行
う
。

　

「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
平

成
十
三
年
の
芸
協
社
団
法
人
化
10
年

記
念
に
初
め
て
開
催
し
、
平
成
十
六

年
の
芸
協
創
立
40
周
年
記
念
に
パ
ー

ト
Ⅱ
、
平
成
二
十
一
年
の
創
立
45
周

年
記
念
に
パ
ー
ト
Ⅲ
を
開
催
し
て
お

り
、
今
回
も
シ
リ
ー
ズ
を
踏
襲
し
、

パ
ー
ト
Ⅳ
と
し
て
実
施
す
る
。

　

会
場
も
こ
れ
ま
で
同
様
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
一
階
で
、
十
月
四

日
（
土
）、
五
日
（
日
）
の
両
日
に

わ
た
っ
て
開
催
す
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
書
道
部
に
よ
る

揮
毫
や
茶
道
部
に
よ
る
点
前
実
演
が

あ
る
ほ
か
、
洋
楽
部
と
華
道
部
、
書

道
部
と
文
芸
部
、洋
楽
部
と
邦
楽
部
、

演
劇
部
と
洋
楽
部
、
舞
踊
部
と
洋
楽

部
が
そ
れ
ぞ
れ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
検
討
し
て
お
り
、
普
段
で
は
見
ら

れ
な
い
、
部
門
の
垣
根
を
越
え
た
芸

協
な
ら
で
は
の
競
演
の
ス
テ
ー
ジ
で

芸
術
の
楽
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

宮
城
県
民
会
館
50
周
年
と
の
二
つ

目
の
連
携
事
業
と
し
て
、
十
二
月
に

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で

絵
画
展
、
写
真
展
を
実
施
す
る
。

　

こ
ち
ら
は
、
宮
城
県
文
化
振
興
財

団
が
主
体
と
な
り
、
宮
城
県
芸
術
祭

受
賞
者
に
よ
る
絵
画
展
や
、「
定
禅

寺
通
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
う
も
の
で
、
こ
れ
に

当
協
会
の
絵
画
部
と
写
真
部
が
全
面

的
に
協
力
す
る
形
と
な
る
。

　

昭
和
三
十
九
年
に
設
立
さ
れ
た
当

協
会
と
宮
城
県
民
会
館
が
共
に
50
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
連
携
し
て

記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
、
十
一
月
一
日
（
土
）
に
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
音
楽
を

中
心
と
す
る
大
規
模
な
舞
台
公
演
が

行
わ
れ
る
。
今
年
度
仙
台
で
実
施
予

定
の
大
邱
と
の
交
流
事
業
も
組
み
込

ま
れ
る
。
県
文
化
振
興
財
団
と
の
共

催
事
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
ホ
ー

ル
の
使
用
料
は
免
除
さ
れ
る
。

　

内
容
は
検
討
中
で
あ
る
が
、
芸
協

50
年
の
歩
み
に
即
し
た
四
部
構
成

で
、
司
会
に
は
東
北
放
送
の
藤
沢
智

子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
出
演
も
予
定
。

　

四
月
一
日
付
の
各
部
の
部
長
、
副

部
長
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
。◎
＝
部
長
〇
＝
副
部
長
）

【
絵
画
部
】
◎
吉
田
利
弘
〇
及
川
英

之
〇
佐
藤
朱
希
【
彫
刻
部
】
◎
菅
原

裕
〇
大
槻
俊
之
〇
小
関
俊
夫
【
工
芸

部
】
◎
近
藤
孝
則
〇
安
藤
令
子
【
書

道
部
】
◎
千
葉
蒼
玄
〇
太
田
蓮
紅
○

建
部
恭
子
【
華
道
部
】
◎
丹
野
霞
園

〇
佐
藤
理
智
〇
三
浦
景
舟【
洋
楽
部
】

◎
八
島
秀
〇
大
崎
健
二
【
邦
楽
部
】

◎
杵
屋
和
加
喜
久
〇
佐
藤
皖
山
【
演

劇
部
】
大
日
琳
太
郎
【
文
芸
部
】
◎

あ
き
た
・
じ
ゅ
ん
〇
坂
内
佳
禰　
【
舞

踊
部
】
高
橋
厚
子
【
茶
道
部
】
◎
大

和
田
宗
嬌
〇
鎌
田
宗
節
〇
菅
原
宗
玉

【
写
真
部
】
◎
千
葉
春
秀
〇
小
野
茂

【
絵
画
部
】
梅
森
さ
え
子
、
小
川
和

子
、
坂
本
和
之
、
庄
子
幸
一
、
高
松

和
樹
、
平
垣
内
清
、
枡
澤
怜
、
松
永

弘
、
守
田
美
代
子
【
彫
刻
部
】
赤
井

靖
武
、
阿
部
弘
子
、
板
持
彰
、
亀
井

陽
逸
【
華
道
部
】
阿
部
翠
枝
、
及
川

光
富
、
山
本
瞳
風
【
洋
楽
部
】
岩
倉

敦
子
、大
崎
健
二
、松
山
裕
美
子
【
邦

楽
部
】
浅
沼
香
由
、
浅
野
繍
葉
、
田

村
雅
楽
徽
、
岩
崎
郷
山
、
鎌
田
佐
美

音
【
文
芸
部
】
近
江
静
雄
、
小
林
里

子
、
中
條
節
子
【
茶
道
部
】
石
澤
晋

方
、
清
水
道
玄
、
渡
辺
南
香
【
写
真

部
】
落
合
英
俊
、
加
藤
友
一
、
関
敏

彦
、
竹
内
邦
昭
、
三
浦
健
太
郎
、
山

本
か
つ
い

　

当
協
会
は
、
昭
和
四
十
九
年
の

10
周
年
史
を
手
始
め
に
20
周
年
史
、

30
周
年
史
、
40
周
年
史
と
、
十
年

ご
と
に
歩
み
を
つ
づ
っ
て
き
た
。

　

今
年
は
50
周
年
史
。
五
月
の

創
立
50

周
年
記

念
式
典
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
と
も

に
、
40
周
年
史
の
後
の
十
年
を
中

心
に
、
協
会
創
立
か
ら
の
半
世
紀

を
振
り
返
る
。

　

昨
年
十
月
か
ら
実
行
委
員
会
、

世
話
人
会
の
会
合
を
重
ね
、
一
月

の
世
話
人
会
で
は
編
集
作
業
全
般

を
委
嘱
し
た
南
北
社
か
ら
、
具
体

的
な
作
業
手
順
や
執
筆
の
要
項
な

ど
が
示
さ
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

軌
道
に

乗
っ
た
。

　

今
後
、
五
月
末
に
は
原
稿
締
め

切
り
、
十
月
中
旬
か
ら
末
に
か
け

て
印
刷
、
製
本
の
段
取
り
で
進
め

ら
れ
る
が
、
充
実
し
た
内
容
の
周

年
史
に
な
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

｢

半
世
紀
の
精
華｣

を
テ
ー
マ
に
展
開

「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ト
Ⅳ
」

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
10
月
４
・５
日
開
催

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
絵
画
展
、
写
真
展
も
開
催

11
月
１
日
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で

大
邱
と
の
交
流
も
含
め
た
舞
台
公
演

各
部
の
部
長
・
副
部
長

新
運
営
委
員
（
敬
称
略
）

｢

芸
協
50
周
年
史｣

は
十
月
末
刊
行

創
立
50
周
年

記
念
事
業
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当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
の
共
催

に
よ
る
絵
画
展
「
個
の
展
開
」
が
、

二
月
四
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
仙

台
市
青
葉
区
の
カ
メ
イ
美
術
館
で
開

か
れ
た
。

　

二
十
三
年
度
の
「
継
承
す
る
力
」、

二
十
四
年
度
の
「
自
律
の
様
相
」
に

続
く
第
三
弾
の
展
覧
会
。
洋
画
、
日

本
画
の
会
員
合
わ
せ
て
29
人
が
出
品

し
た
。
来
場
者
は
千
五
百
人
余
り
で

あ
っ
た
。

　

会
期
中
、
二
月
二
十
五
日
に
出
品

者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開

か
れ
、
作
品
解
説
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
三
月
二
日
に
は
、
初
の
試
み
と
し

て
当
協
会
洋
楽
部
の
若
手
会
員
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
ピ
ア
ノ
、
バ

イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
室
内

楽
の
演
奏
に
聴
き
入
っ
た
。

　

当
協
会
、
栗
原
市
、
宮
城
県
文

化
振
興
財
団
の
三
者
共
催
に
よ
る

「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
in
く
り
は
ら
」
が
二
月
二

日
、栗
原
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

「
歌
い
継
が
れ
た
校
歌
よ
永
遠
に
」

の
テ
ー
マ
で
、
近
年
の
少
子
化
で

閉
校
と
な
っ
た
栗
原
市
内
小
中
高

二
十
六
校
の
校
歌
を
洋
楽
部
の
作
曲

家
が
吹
奏
楽
、
弦
楽
四
重
奏
、
合
唱
、

管
弦
楽
に
編
曲
。
こ
れ
を
特
別
に
編

成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
地
元
吹

奏
楽
団
・
合
唱
団
な
ど
が
演
奏
し
た
。

　

会
場
に
は
各
校
の
卒
業
生
な
ど
約

５
５
０
人
が
詰
め
か
け
、
思
い
出
深

い
校
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
口
ず
さ
ん

だ
。
中
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫
力

あ
る
演
奏
に
感
動
し
、
懐
か
し
さ
で

目
頭
を
熱
く
す
る
聴
衆
も
み
ら
れ
た
。

　

宮
城
県
に
お
け
る
小
・
中
学
校
児

童
生
徒
の
音
楽
的
資
質
向
上
を
目
的

と
す
る
、
当
協
会
主
催
の
第
三
十
四

回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
ピ
ア
ノ
部
門
）

本
選
が
三
月
二
十
一
日
、
仙
台
市
戦

災
復
興
記
念
館
で
開
か
れ
た
。
審
査

の
結
果
、
宮
城
県
知
事
賞
に
は
永
倉

茉
弥
さ
ん
、
仙
台
市
長
賞
に
齋
藤
尚

生
さ
ん
、
河
北
新
報
社
賞
に
鮫
澤

菜
々
美
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

た
。
各
級
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

［
初
級
］

最
優
秀
賞
＝
永
倉
梨
帆
（
仙
台
市
立

黒
松
小
１
年
）、
大
内
ひ
な
た
（
仙

台
市
立
袋
原
小
３
年
）、
優
秀
賞
＝

及
川
華
奈
（
仙
台
市
立
将
監
中
央
小

３
年
）、奨
励
賞
＝
梶
井
か
り
ん
（
仙

台
市
立
向
陽
台
小
３
年
）

［
中
級
］

最
優
秀
賞
＝
齋
藤
尚
生
（
仙
台
市
立

泉
ヶ
丘
小
４
年
）、
優
秀
賞
＝
木
村
慧

一
（
仙
台
市
立
八
木
山
中
２
年
）、
奨

励
賞
＝
斉
藤
裕
大
（
仙
台
市
立
西
多

賀
小
４
年
）、
岡
田
悠
聖
（
仙
台
市
立

八
乙
女
小
５
年
）、
作
曲
者
賞
＝
齋
藤

夕
姫
（
仙
台
市
立
長
命
ヶ
丘
小
５
年
）

［
上
級
］

最
優
秀
賞
＝
永
倉
茉
弥
（
仙
台
市
立

黒
松
小
５
年
）、優
秀
賞
＝
鮫
澤
菜
々

美
（
塩
釜
市
立
玉
川
中
１
年
）、
奨

励
賞
＝
一
條
友
里
（
仙
台
市
立
長
町

中
２
年
）、
沼
田
唯
花
（
仙
台
市
立

寺
岡
中
１
年
）、
久
保
文
乃
（
仙
台

市
立
加
茂
中
２
年
）、
作
曲
者
賞
＝

一
條
友
里（
仙
台
市
立
長
町
中
２
年
）

　

当
協
会
洋
楽
部
は
三
月
二
十
九

日
、
あ
し
な
が
育
英
会
が
東
日
本
大

震
災
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
を
支

援
す
る
た
め
建
設
し
た
「
石
巻
レ
イ

ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
」
に
電
子
ピ
ア
ノ
一

台
を
寄
贈
し
た
。
ピ
ア
ノ
は
洋
楽
部

が
平
成
二
十
四
年
度
に
行
っ
た
震
災

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
売
上
金
で
購
入
し
た
も
の
。

　

当
日
は
、
大
場
尚
文
執
行
理
事
と

洋
楽
部
の
渡
部
勝
彦
部
長
ら
が
施
設

を
訪
れ
て
、
あ
し
な
が
育
英
会
の
若

宮
紀
章
課
長
に
目
録
を
渡
し
、
同
行

し
た
洋
楽
部
会
員
が
「
花
は
咲
く
」

な
ど
の
曲
を
お
披
露
目
演
奏
し
た
。

カメイ美術館と共催絵画展

テーマは「個の展開」
＝初のギャラリーコンサートも好評＝

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
奏
で
る
校
歌
に
涙

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
in
く
り
は
ら

知
事
賞
に
永
倉
茉
弥
さ
ん

洋
楽
部
が
震
災
復
興
支
援

あ
し
な
が
育
英
会
に
ピ
ア
ノ
寄
贈

第
34
回
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル

聴衆を魅了したオーケストラによる校歌演奏

絵画と室内楽の競演（ギャラリーコンサート）

電子ピアノの目録を渡す大場執行理事
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当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
主
催
す

る
「
第
十
八
回
杜
の
都
大
茶
会
」
は
、

五
月
二
十
四
日（
土
）二
十
五
日（
日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
仙
台
市
青
葉
区

勾
当
台
公
園
内
で
開
か
れ
る
。

　

こ
の
茶
会
は
、
金
沢
、
松
江
と
共

に
日
本
三
大
茶
会
に
数
え
ら
れ
、
青

葉
祭
り
と
共
に
仙
台
の
初
夏
を
彩
る

恒
例
行
事
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

「
茶
道
と
は
、
た
だ
お
い
し
く
お

茶
を
い
た
だ
く
こ
と
」
と
の
利
休
の

言
葉
に
な
ら
い
、
お
い
し
い
お
菓
子

を
い
た
だ
き
、
一
椀
の
お
茶
に
、
日

本
独
自
の
伝
統
芸
術
で
あ
る
茶
道
を

形
に
と
ら
わ
れ
ず
楽
し
め
る
格
好
の

場
で
あ
る
。

　

芸
協
茶
道
部
加
盟
の
十
三
流
派
が

七
つ
の
茶
席
で
お
点
前
を
披
露
す
る
。

流
派
ご
と
の
日
程
は
次
の
と
お
り
。

◇
五
月
二
十
四
日
（
土
）
＝
煎
茶
文

雅
静
庵
流
、
煎
茶
道
清
泉
幽
茗
流
、

武
者
小
路
千
家
、大
日
本
茶
道
学
会
、

宗

流
、
江
戸
千
家
、
表
千
家

◇
五
月
二
十
五
日
（
日
）
＝
石
州
清

水
流
、
玉
川
遠
州
流
、
煎
茶
道
三
彩

流
、
織
田
流
煎
茶
道
、
遠
州
流
茶
道
、

裏
千
家

　

茶
券
は
前
売
り
が
二
席
分
千
円
、

当
日
券
は
一
席
分
が
七
百
円
、
二
席

分
は
一
二
〇
〇
円
。

　

本
年
の
文
学
散
歩
は
、
テ
ー
マ
を

「
新
潟
地
方
の
文
学
と
瞽
女
の
唄
」

と
し
、
９
月
30
日
（
火
）
と
10
月
１

日
（
水
）
の
両
日
、
新
潟
・
蓬
平
温

泉
方
面
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

詳
細
は
次
号
に
掲
載
の
予
定
だ

が
、
瞽
女
の
里
高
田
の
ほ
か
、
坂
口

安
吾
、
小
林
古
径
、
良
寛
の
各
記
念

館
、
弥
彦
神
社
な
ど
を
巡
り
、
夜
は

肌
に
優
し
い
泉
質
の
蓬
平
温
泉
に
宿

泊
す
る
。

　

今
回
も
内
容
の
充
実
し
た
文
学
散

歩
と
な
る
。
ぜ
ひ
ご
期
待
を
。

平 成 26 年 度 新 入 会 員 名 簿
部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所 部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所
【絵画部】 〈短歌〉 鈴　木　幸　子 大崎市
〈日本画〉 相　澤　孝　子 遠田郡涌谷町 〈短歌〉 千　葉　む　津（むつ） 仙台市青葉区
〈日本画〉 加美山　裕　子 仙台市泉区 〈短歌〉 八　田　一　夫（伊藤善雄） 仙台市太白区
〈日本画〉 狩　野　敏　子 黒川郡富谷町 〈短歌〉 皆　川　二　郎 仙台市太白区
〈日本画〉 櫻　井　寛　子 仙台市青葉区 〈短歌〉 渡　辺　なな代 大崎市
〈日本画〉 櫻　井　　　實 仙台市青葉区 〈俳句〉 伊　澤　二三子 柴田郡大河原町
〈洋画〉 大　槻　弘　子 仙台市泉区 〈俳句〉 鶴　岡　行　馬（孝則） 遠田郡涌谷町
〈洋画〉 大　沼　四　郎 大崎市 〈俳句〉 中　村　孝　史 仙台市太白区
〈洋画〉 佐　藤　昌　和 角田市 〈俳句〉 山　田　史　子 仙台市泉区
〈洋画〉 三　浦　てつ子 東松島市 〈川柳〉 菅　野　　　實 仙台市青葉区
〈洋画〉 村　上　𣳾　子 栗原市 〈川柳〉 北　　　れい子（菊地れい子） 白石市
〈洋画〉 和　田　三　夫 仙台市青葉区 〈川柳〉 四　竈　英　夫 白石市
【書道部】 〈小説〉 宇津志　勇　三 仙台市青葉区

佐　藤　優　子 仙台市太白区 〈小説〉 高　橋　道　子 仙台市太白区
末　永　瑞　鳳（裕之） 東松島市 【茶道部】
菅　原　聖　谷（修吾） 仙台市泉区 〈表千家〉 松　崎　宗　明（明子） 柴田郡柴田町
南　浦　洋　州 登米市 〈江戸千家〉 赤　間　宗　千（赤間千枝子） 仙台市青葉区

【華道部】 〈江戸千家〉 武　藤　宗　節（節子） 仙台市太白区
〈池坊〉 国　分　秀　翠（梨絵） 仙台市青葉区 〈織田流煎茶道〉 跡　部　南　啓（啓子） 仙台市青葉区
〈池坊〉 佐　藤　華　誓（美津江） 岩沼市 〈織田流煎茶道〉 小　林　南　尚（尚美） 名取市
〈池坊〉 知　識　香　翠（幸子） 仙台市太白区 〈織田流煎茶道〉 小　柳　南　紫（ゆかり） 仙台市青葉区
〈池坊〉 三　橋　籐　月（秀子） 白石市 〈織田流煎茶道〉 佐　藤　南　夢（むつ子） 仙台市宮城野区
〈池坊〉 宮　崎　峻　翠（房代） 仙台市青葉区 〈織田流煎茶道〉 菅　原　南　雪（幸恵） 多賀城市
〈草月〉 制　野　翠　萠（芳子） 仙台市青葉区 〈織田流煎茶道〉 渡　辺　南　秀（秀） 仙台市太白区
【洋楽部】 【写真部】

髙　橋　麻　子 仙台市泉区 牡　鹿　周　一 大崎市
【文芸部】 松　本　　　隆 仙台市青葉区
〈詩〉 佐　藤　達　男 仙台太白区 山　田　愛　子 仙台市太白区
〈短歌〉 奥　寺　正　晴 黒川郡富谷町

文
学
散
歩
は
９
月
30
日
～
10
月
１
日

新
潟
地
方
の
文
学
と
瞽
女
の
唄

杜
の
都
大
茶
会

五
月
二
十
四
日
（
土
）・
二
十
五
日
（
日
）
勾
当
台
公
園
で

新緑の中で行われた昨年の大茶会
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宮
城
県
芸
術
祭
へ
の
市
民
参
加

を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
た
め
、
絵

画
・
彫
刻
・
写
真
部
門
の
公
募
に

続
い
て
、
文
芸
部
で
も
文
芸
作
品

の
公
募
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
秋

の
文
芸
祭
に
合
わ
せ
て
初
の
公
募

が
始
ま
っ
た
。
応
募
の
対
象
は
宮

城
県
内
在
住
の
一
般
の
方
。

　

募
集
部
門
は
、
小
中
学
生
が
対

象
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
」
と
高
校

生
以
上
が
対
象
の
「
一
般
の
部
」

が
あ
る
。

　

募
集
作
品
は
「
詩
・
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
・
エ
ッ
セ
ー
」
の
未
発

表
作
品
と
し
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
は
１
人
１
組
２
首
ま
た
は
２
句

以
内
。

　

詩
と
エ
ッ
セ
ー
は
１
人
１
篇
。

応
募
は
一
人
何
組
で
も
可
。
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
は
１
組
の
み
。エ
ッ
セ
ー

は
一
般
の
部
の
み
応
募
で
き
る
。

　

応
募
料
は
、
小
・
中
・
高
校
生

は
無
料
。
大
学
生
・
一
般
は
１
組

千
円（
定
額
小
為
替
で
作
品
同
封
）

応
募
方
法
は
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

は
Ｂ
５
判
２
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
。
詩
と
エ
ッ
セ
ー
は
Ａ
４
判

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以

内
。
応
募
用
紙
に
は
「
住
所
・
氏

名
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
」

を
明
記
（
学
校
名
・
氏
名
に
は
フ

リ
ガ
ナ
を
）
し
、
封
筒
の
表
に
は

「
芸
術
祭
・
詩
公
募
作
品
」
な
ど

と
朱
書
す
る
こ
と
。

　
応
募
は
す
で
に
受
け
付
け
て
い
る

が
、締
め
切
り
は
８
月
10
日（
必
着
）。

　

優
秀
な
作
品
は
、
10
月
に
開
催

す
る
「
宮
城
県
芸
術
祭
文
芸
祭
」

の
席
上
で
成
績
発
表
の
上
、
表
彰

す
る
。

　

各
部
門
の
応
募
先
と
問
い
合
わ

せ
先
は
次
の
と
お
り
。

【
詩
】　

砂
東
英
美
子

電
話
０
２
２(

２
２
７)

８
１
３
９

【
短
歌
】
森　

冴
美

電
話
０
２
２(

２
４
６)

１
５
５
８

【
俳
句
】
篠
沢　

亜
月

電
話
０
２
２(

２
６
３)

１
６
５
９

【
川
柳
】
西　

恵
美
子

電
話
０
２
２
４(

２
６)

１
６
１
８

【
エ
ッ
セ
ー
】
牛
島
富
美
二

電
話
０
２
２(

３
７
２)

７
８
９
１

そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
は
、
芸
術

協
会
事
務
局
へ
。

　

東
北
六
県
と
北
海
道
の
芸
術
文
化

団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
東
北
・
北
海

道
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
」
に
よ
る

「
北
斗
」
第
38
号
が
発
行
さ
れ
た
。

特
集
は
「
わ
が
県
・
道
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
芸
術
文
化
活
動
」。
各
団
体
か

ら
「
青
森
県
の
版
画
活
動
に
つ
い

て
」「
郷
土
秋
田
の
民
謡
を
育
て
る
」

「
震
災
原
発
事
故
か
ら
再
起
す
る
伝

統
文
化
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
根
ざ
し
た
普
及
啓
発
活
動
な
ど
の

様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

当
協
会
か
ら
は
洋
楽
部
の
渡
部
勝

彦
部
長
が
「
公
益
社
団
法
人
化
を
機

に
新
発
想
に
よ
る
事
業
を
展
開
」
と

題
し
、公
益
法
人
移
行
ま
で
の
過
程
、

今
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
当
協
会

の
取
り
組
み
、
韓
国
大
邱
市
と
の
文

化
交
流
な
ど
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い

る
。

　

残
部
が
あ
る
の
で
、
希
望
者
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を
。

　

本
年
度
の
絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修

会
は
、
岩
手
山
・
駒
ケ
岳
、
角
館
へ

と
足
を
延
ば
す
。
日
程
は
五
月
中
旬

過
ぎ
で
も
あ
り
、
岩
手
山
・
駒
ケ
岳

は
新
緑
の
真
っ
只
中
。
目
に
入
る
新

緑
の
眩
し
さ
は
こ
と
さ
ら
で
あ
ろ

う
。

　

ま
た
、
桜
の
散
っ
た
角
館
も
い
っ

そ
う
の
趣
き
が
期
待
で
き
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
如
何
な
く
発
揮

で
き
る
機
会
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　

絵
画
部
以
外
の
一
般
参
加
も
大
歓

迎
。
参
加
者
相
互
の
研
鑽
と
親
睦
を

深
め
合
い
た
い
。

【
応
募
要
項
】

　

期
日
：
平
成
26
年
５
月
17
日
（
土
）

～
18
日
（
日
）

　

研
修
地
：
岩
手
県
御
所
湖
、
秋
田

県
田
沢
湖
・
角
館

　

宿
泊
地
：
駒
ケ
岳
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
駒
ケ
岳
２

―
30　

電
話
〇
一
八
七
―
四
六
―

二
二
一
一

　

参
加
費
：
二
万
五
千
円
（
郵
便
振

替
）

　

締
切
：
五
月
七
日　

定
員
四
十
名

に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
い
た
し
ま

す
。　
　
　

　

申
込
先
：
芸
術
協
会
事
務
局
（
電

話
〇
二
二
―
二
六
一
―
七
〇
五
五
）

【
日
程
】

　

５
月
17
日
（
土
）
８
時
30
分
仙
台

駅
西
口
バ
ス
プ
ー
ル
集
合
（
出
発
）

→
御
所
湖（
＝
岩
手
山　

ス
ケ
ッ
チ
・

昼
食
）
→
田
沢
湖
（
辰
子
像
、
駒
ケ

岳　

ス
ケ
ッ
チ
）
→
石
神
集
落
（
ス

ケ
ッ
チ
）
→
駒
ケ
岳
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
　

５
月
18
日
（
日
）
駒
ケ
岳
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
→
角
館
（
ス
ケ
ッ
チ
）
→

昼
食
処
「
し
ち
べ
い
」（
昼
食
、
鑑

賞
会
→
湯
田
Ｓ
Ａ
→
仙
台
駅
西
口
バ

ス
プ
ー
ル
到
着
18
時
00
分
（
解
散
）

五
分
野
で
初
の
作
品
公
募

優
秀
作
品
は
文
芸
祭
で
表
彰

芸
文
協
「
北
斗
38
号
」
を
発
行

特
集
は
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
芸
術
文
化
活
動
」

絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会
―
５
月
７
日
参
加
締
切
―

新
緑
の
岩
手
山
・
駒
ヶ
岳
・
角
館
へ

文
芸
部

特
集
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
芸
術
文
化
活
動
」

小京都とも言われる角館の風情
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今
号
は
２
０
０
号
で
あ
る
。

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
の
芸
協

創
立
翌
年
に
第
１
号
が
デ
ビ
ュ
ー
。

以
来
、
年
に
４
回
、
そ
の
時
々
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
交
え
な
が
ら
、
営
々
と

号
数
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
山
も
谷

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
、
あ
ら
た
め

て
先
輩
諸
氏
の
苦
労
を
思
う
▼
今
号

は
ま
た
、
芸
協
創
立
50
周
年
の
特
集

号
で
も
あ
る
。
５
月
の
記
念
式
典
を

１
面
で
特
集
し
、
２・３
面
は
見
開
き

の
「
芸
協
と
と
も
に
半
世
紀
」
と
し

て
、
発
足
以
来
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
６

人
の
方
々
に
思
い
出
な
ど
を
語
っ
て

も
ら
っ
た
▼
年
末
寒
波
に
立
春
寒
波

な
ど
、
寒
か
っ
た
冬
と
記
録
に
も
残

る
大
雪
を
乗
り
越
え
て
、
桜
も
咲
い

て
く
れ
た
。
各
地
で
開
花
が
伝
え
ら

れ
た
と
思
っ
た
ら
、
桜
前
線
は
急
ピ
ッ

チ
で
北
上
。
本
州
最
北
の
青
森
で
も
、

昨
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
満
開
の
時
期

が
早
ま
り
そ
う
だ
▼
創
立
50
周
年
を

記
念
し
、
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
部
に

続
い
て
文
芸
部
も
、
今
年
か
ら
作
品

の
公
募
を
始
め
る
。
こ
ち
ら
も
満
開

と
い
き
た
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ

け
て
も
、
鈴
木
裕
子
さ
ん
の
悲
劇
か

ら
も
う
半
年
。
捜
査
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
こ
の
ま
ま
迷
宮
入
り
と

は
考
え
た
く
な
い
の
だ
が
。�

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

３
・
17　

理
事
会

○�

平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

○�

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
会
員
資
格
の
喪
失
者
に
つ
い
て

後　
　
　

援

☆�

宮
澤
寒
山
開
軒
50
周
年
企
画
「
低

肺
」
救
済
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
尺
八
演
奏

会
「
寒
山
春
光
」

３
月
３
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
連
凧
～
笑
み
舞
う
～

３
月
９
日

仙
台
・
気
仙
沼
・
七
ヶ
浜
・
石
巻
・

亘
理

☆W
hat a W

onderful W
orld

東
京
公
演　

３
月
12
日　

日
本
橋
公

会
堂

仙
台
公
演　

３
月
20
日　

楽
楽
楽

ホ
ー
ル

☆�

第
２
回
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
＆
サ
ン
ト

リ
ー
音
楽
復
興
祈
念
賞　

つ
ぶ
て
ソ

ン
グ
の
集
い
in
み
や
ぎ
～
み
ん
な
で

歌
っ
て
東
日
本
に
元
気
を
立
ち
上
げ

よ
う
～

３
月
27
日
～
28
日

名
取
市
文
化
会
館

☆
第
６
回
宮
城
一
先
会
書
展

３
月
28
日
～
30
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
小
熊
由
里
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

３
月
29
日

仙
台
市
宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
龍
峰
書
院
翠
香
書
道
会
一
門
展

３
月
29
日
～
30
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆�

第
９
回A

LL N
IPPO

N
 D

.A
.T

.E

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ンM

IY
A

GI

４
月
１
日
～
３
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆�

第
２
回
子
供
の
た
め
の
邦
楽
コ
ン

サ
ー
ト

４
月
５
日

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

☆�H
O

SH
I SH

IN
K

O

大
理
石
・
ブ
ロ

ン
ズ
・
デ
ッ
サ
ン
展

４
月
21
日
～
６
月
13
日

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院

☆
第
八
回
伸
の
会
染
色
展

４
月
25
日
～
30
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

シ
ュ
ー
マ
ン
の
夕
べ
歌
曲
と
チ
ェ
ロ

作
品
を
集
め
て

４
月
25
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
77
回
河
北
美
術
展

４
月
25
日
～
５
月
６
日

藤
崎
本
館
七
階
・
八
階

☆�
絵
画
特
別
展
『
原
秀
一
洋
画
展
―
扉

の
詩
・
花
の
彩
―
』

４
月
29
日
～
６
月
29
日

カ
メ
イ
美
術
館

☆
２
０
１
４
み
や
ぎ
の
書
60
人
展

５
月
２
日
～
７
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
60
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

５
月
16
日
～
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
ジ
ョ
イ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
21
日

仙
台
青
葉
荘
教
会

☆
第
44
回
宮
城
書
芸
院
書
展

５
月
21
日
～
25
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆
並
木
路
・
け
や
き
展
２
０
１
４

５
月
23
日
～
28
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
13
回
夢
・
楽
描
き
展

５
月
23
日
～
28
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
50
回
生
田
流
筝
曲
演
奏
会

５
月
24
日

電
力
ホ
ー
ル

☆
第
37
回
白
亜
会
東
北
支
部
展

５
月
30
日
～
６
月
４
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

受　

贈　

書

か
け
が
え
の
な
い
魂
の
声
を
（
原
田
勇

男
）、
蔵
王
の
画
家
菅
野
廉
（
玉
田
尊

英
）、
明
日
を
信
じ
て
―
亡
き
友
へ
―

（
原
田
夏
子
）、
句
集
結
葉
二　

木
の
会

作
品
集
（
三
）（
佐
藤
明
日
香
）

謹
　
　
弔

文
芸
部
（
俳
句
）�

佐
藤
秀
殿

12
月
25
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

鈴
木
司
殿

１
月
６
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

八
幡
寛
一
殿

２
月
９
日

茶
道
部
（
宗

流
）�

千
葉
宗
文
殿

２
月
27
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

菊
地　

謙
殿

３
月
２
日

◇
会
費
納
入
の
お
願
い

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
の

で
、
平
成
二
十
六
年
度
会
費
の

納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

自
動
振
替
の
会
員
は
、
今
年

は
四
月
三
十
日
が
引
き
落
と
し

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
口

座
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　

郵
便
振
替
を
ご
利
用
の
会
員

は
、
同
封
の
振
替
用
紙
で
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
納
入
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
振
替
の
方
は
、

事
務
処
理
上
、
で
き
る
限
り
自

動
振
替（
手
数
料
は
芸
協
負
担
）

へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

◇
会
員
名
簿
発
行
に
つ
い
て

隔
年
発
行
の
当
協
会
会
員
名
簿

は
六
月
三
十
日
付
で
「
平
成

二
十
六
年
版
」
を
発
行
い
た
し

ま
す
。
記
載
事
項
に
変
更
の
あ

る
会
員
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
観
点
か
ら
、
住
所
や
電
話

番
号
掲
載
の
辞
退
を
ご
希
望
の

会
員
は
、
五
月
末
日
ま
で
に
事

務
局
（
電
話
０
２
２

－

２
６
１

－
７
０
５
５
）
に
連
絡
願
い
ま

す
。
辞
退
者
は
所
属
部
門
と
氏

名
の
み
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
名
簿
に
は
広
告
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

各
部
門
が
関
係
す
る
店
舗
・

企
業
等
の
紹
介
に
ご
協
力
願

い
ま
す
。
料
金
は
一
ペ
ー
ジ

で
三
万
五
千
円
、
二
分
の
一

ペ
ー
ジ
で
一
万
四
千
円
、
五

分
の
一
ペ
ー
ジ
で
七
千
円
で

す
。

事務局から

　

鈴
木
裕
子
さ
ん
の
後
任
と
な
る
事

務
局
職
員
と
し
て
、
三
月
一
日
付
け

で
奥
津
典
子
さ
ん
が
採
用
さ
れ
た
。

当
面
の
身
分
は
期
間
雇
用
職
員
で
、

任
期
は
一
年
。
常
勤
職
員
と
し
て
庶

務
な
ど
の
職
務
を
分
担
す
る
。

事
務
局
職
員
に
奥
津
典
子
さ
ん


